
熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成１８年度年次報告書

Ｓ・プロジェクト活動

３１授業開発・カリキュラム拡充プロジェクト

|Ｔ時代に即した学生実験環境の構築プロジェクト

「ものづくり」志向型社会環境コミュニケーション科目群の再構築

液晶の合成と液晶ディスプレイ素子作製

コンテスト参加想定型ものづくり実習教育カリキュラムの開発

情報通信技術を支える高集積化システムＬＳＩ設計技術者育成のための演習教材開発

「ものクリ工房」を活用した創造性教育実習授業の開発

デザイン教育、創造性向上の為の授業開発調査

デザイン教育。創造性向上の為の授業教材開発

「たたら」から始めるものづくり

ものつくりにリンクした有機化学実験の構築一有機分子からものを作り上げる－

材料工学スキルアッププロジェクトーコンピュータシミュレーションによる結晶構造解析

ものづくりのためのものしらべ（透過電子顕微鏡を用いた物質・材料の微細構造解析）

ガラス細工による基本的化学実験技術の修得と科学的考察力向上のための講義内容改善

学生実験へのディジタル信号処理ボードおよびプラスチックファイバ導入によるものづく

■

■

■

学生実験へのディジタル信号処理ボードおよびプラスチックファイバ導入によるものづくり体感プロ

ジェクト

先端的制御理論の成果を組み込みソフトウェア技術で実現するプロジェクト

材料科学スキルアッププロジェクトーマテリアル・アート体験～

機械制御を通したプログラミング学習プロジェクト

材料強度試験とネットワーク型有限要素法実習とを組み合わせた学習支援システムの構築

環境分析技術習得プロジェクト

材料科学スキルアツププロジェクトその６－機器開発製造体験プロジエクトー，その８－マテリア

ルエ学材料づくり体験プロジェクトー

実験ＢＯＸづくりを中心とした「体感型」環境工学演習への拡充プロジェクト

ものづくりと実験をとおして理解する建築構造力学

３次元CAD導入による機械設計関連科目の授業実施体制拡充

カーボンナノチューブと強力磁場を使ったナノテクものづくりでステップアップ光学実験

ものづくりの心を育む

材料科学スキルアッププロジェクトー材料創造体験プロジェクト（作成した試料を評価してみよう）

手作り試験機による材料の特性評価実験

接続教育のための補習教育の実施

３次元モデルとシミュレーションツールを活用した包括的建築設計演習授業プログラムの開発と拡充

■
■

■
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３２創造融合研究プロジェクト

環黄海域ものづくりネットワークの構築

機械工学分野におけるマイクロ・ナノ技術の探求

国際共同ものづくり教育セミナーｉｎ上海

御船恐竜博物館との連携による恐竜化石のＸ線ＣＴ画像を用いたバーチヤルミュー

ジアムの構築

高分解能ディジタルデータからの地形情報の高度抽出と斜線崩壊危険度ハザード

■
■
■
■

マップ作成への応用

・景観デザイン教育としてのデザインシャレットの企画運営に関する研究

・損傷した石橋等の耐力診断と保存・防災のための新技術開発

・都心と郊外を繋ぐ実践的まちづくり教育プラグラムの開発

・極限的高温，高圧環境において使用可能な新型摩擦･摩耗試験機の開発

・高清浄制御雰囲気を利用した高耐熱急速凝固粉末冶金アルミニウム合金の開発

・原子カグラファイトの衝撃・動的特性評価のための実験装置の設計・製作

・金属細線を用いた新規電気推進機構の開発
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３ｓ学生自主研究・構想実践プロジェクト

.新しい保存・再生のかたち～|日熊本大学工学部講堂「孤風院」における足湯製作

～

・愛・マテリアル博２００６SoundofMaterials（マテリアルの奏でる音を楽しむ）

・工学部探検_ものづくり学習塾一

.スターリングエンジンの製作と自走車への挑戦

・蚊をとってついでに特許もとって大儲け！！

゛＋手戸川禾ｨ宍一ｔｊＵノーユ、リ子自重竺一

・スターリングエンジンの製作と自走車'、（

・蚊をとってついでに特許もとって大儲け

.上通りゲートライトアッププロジェクト ～熊本あかりのまちづくりの一部とし

て～
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４講演会

４．１工学部プロジェクトＸ

本学工学部の学生諸君に刺激となるような，そして元気が出るような，企業の先輩方の

現場での開発プロジェクトや挑戦の数々を話していただく機会として特別講演を企画した．

ＮＨＫの人気番組「プロジェクトＸ」（既に放送は終了）の名を借り，学外専門家による連

続講演という形で，基本的には卒業生に講師をお願いした．

先輩としての立場からの，在学生の励ましとなるようなお話を数多く聞く機会が得られ

たのは非常に有難いものであった．

Messagetoyoungstudentsandhowtoｈａｖｅｅｓｔａｂｌｉｓｈｅｄｏｕｒｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ－industry

jointcentersinChina

山陽のアーク炉から高信頼'性鋼（ＮＯ１品質）を

「中国進出曰系企業の現状｣，「中国２０年」

環境立国への道一地球温暖化対策と循環型社会の構築一

「水防災と河川環境」～次世代の若者に，自然豊かな，美しいこの曰本を弓|き継ぐ

には～

IntroductionｏｆＦｕｄａｎＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙａｎｄＲｅｓｅａｒｃｈａｔStateKeyLaboratoryfor

AdvancedPhotonioMaterialsandDevices

クルマのエレキは面白い１

ナノ磁性材料で世界シェア８０％の軌跡

■
■
■

■

■

■
■
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成１８年度年次報告書

第９i回目工i学部プロジエクドx講演会

開催i日朧平成181雫５月１，日(塗り)１３:30～lSil:0Ｗ

開擢場所:jｪ謡Ｉ置周雫旨醗寵

講｛師林田晋が氏《閏i陽繍|;製鋼ii繊馨社;副粒長）

衞躰;太瞥議諒i1Jエゾンオフィス参与

昭和弱璃月衞撚濃鴬華諜l金属工学
科察業

演題:｢山陽のｱｰｸ炉Ｉか;ら高(言頼!il生鋼《Nilbl舗寶):を」

鬮望ニォ蕊;鍵ｉｉｉ蕊灘11#篇瀞誇農…穴…韓ik勢司…蕾』…端壗竺豈灘譲駒涼;ﾈﾆｰ
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第１IqﾛﾌﾟﾛｼﾞｴｸﾄX講演篝！({二iii業塗上海支部設立記念）

圓時○月菖自倦瓢15}tDCj電１７:“

場所ｊ譽H周鶴誘議鰭

'講節ijW蕊騨:(ME劇薑i息i系繊i胃､蝉!#匂i聾，i義K;龍ﾂﾄﾜ{彰鑿i業部総経理）

L昭麺熟顎熊議i鑑轄譲W電需墾学識卒業》

演鐵噸庖!i難f圓壌ijfii業iij2i規蝿

;諭鑓ii1回i鵜iii量R』鑓嘉議i灘鑑i職』輯iH鑑:》

(昭和冒檸態iil篭i鑑騨簿'1$i鱈j築鴬科嚢業！）

鏡1題郵鎖国21.年』

司崖i課j聿~kLlﾖi繍灘､塑織首､蕊i旬'i薑濤;:溌鐘曇襲業窯上ｊｉｌｉｉｉ義部長）

(1昭iiiﾛ蕊'蕊熊本犬学泙学部電気工学科事業ツー…｡…苧、－．-.ｺﾞ筥＿＿

-----へ､＝…荊ｲｾﾞＬ－－－－－劃帯へ、副~蒜占ﾛ饗－－２i蕊:r7r、B~
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第ゴ１回工学部プロジェクトＸ

露i籠襄鴬KfR曇i農i鰻詫籔1幟リ
タ１イトル：i環境立国紙CDI道：
…TTiihi球温鰯1噸策とj盾環j型iijtj会鯵構築＝
講師:環境副蕪富旦織鵜議鴬江田康幸博士

薯:ﾆｾﾞ1,1軍曹:蕊一一蕊…へ昌一蕊一行~悪一…11-蔓蓉_=-爺－－…－１鑿翻」亀;言蝉譲霧…
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;第１２１回室掌部プロヅェクトＸ

日時：平(成]8,年8漏４日第１圏回「工学部プロジエクトX」
'識i護！～

曰’礒：２ＯＤＧ年圖凋灘El（金）肝…
１愚Ｉ時３，分髪１５，賎０１０分

芸陽ig熊恭錐掌工鴬蔀實i舗嘱記i念館(熊ｶﾞiliil南：地区）
識鑓層：！;然廠鍵と剛Ⅱ霧鏡il,～灘#雛#の若;者に，自
然i豊i繊癖，美しいiこの日本を目l灘鴎ぐに:は～‘

議貴箸：iii鐙議崖鴎司へｻﾞ
(樹圓本河)'11繍鶚iii譲蕊１.
元国塗藻1通誓鍾畿地瀧勤ii衞局(長ルー
昭瀬斗愚年熊ii本：大学亟鶉l土木巽学科蕊業，

～ﾐﾐｰj婁一ご－Ａ~－－ニゲヘミニニ''ﾋﾞｰｮｰｰｰｰｰｰｰｰ;一ｉｉ勢淨.;句蕊一－－－／・
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第１３画|エ篭部jプ画ジエグトｘ

１１麺'灘iqjGp(iXLGC6ijit富jcf顛璽IiW餓鼬唱鱸軍!hi麿騨Knqp鷲iiDoioqlii蝉sity

EmfbssQrnhnlyWuJい,－，，“
復旦大学F11dan;qhlypIisjiyiiiiiHiii髄iii鎚内血錘UCjfi燗～：

議簔;i鱗Ili繍鐇…鰄驫■
Plptc餓騨]､i鱗11藤】1511鰯11Jiqi1鰯1瓢91i鱒fF2i1gi鱒Kini圏i腫麺i&iii1噸ph1i雄'ｉｓ鰯
急一鳧器条鈴

■■■■ﾛ可汀＝■

自昌廿壁､｣月ﾆﾊ自我5--J峯一｡～～凸

Cow７W目iiiFrE；ｉ

iii職撫纈|:iljHi1l(1111蕊噸聯…6…遜…蕊
Iia識Ｉ鋼戦itjiimijilbjiid
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第１４回工学部プロジェクトＸ

国i時:乎蝋9葎１月111厘1体)１is:00ざ17:鯛
場i;iii:饗譲１１１嵩周繍識i瀞j§ｉ
涜潅i:クルマのエレキ(は面白い』～
i灘1竃!:重i1lk崇塵【機illii修圭1ll9i1向E修了）

ヘトョタ自動車||艫iii殿員
艤議iil鶴！
’ｑ勿ルマ鰯エレギの1,麺３
．鑑i霊の電子シスデ込遥ｼ;識像、
。基盤i技iiliilu灘iii訂)峰

ii3iiど

､ﾐﾆ鑿一掌;A廠纐ハーー郷一迩豐蝉欝篭－１$i露i墓皇蕊禦鍵鍵蕊:?iii蕊：

｡Ｅ石一一一５

￣･雪曹～覺謹i鷺i璽竺iｆ

Ｉ

剛
鍵

④

。YにキlF………世Ｉ・１１.鰈－．－

１凶富農'…`;』掌!;;＿イーーご琴＝ご司一
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第１５|回|エ学部プロジェクト※

濁題ig‘‘
｢ナﾉ磁'||虫材料で世M界輝了魁0:脆の軌跡」
寺楽しみながら仕事もする一

講演篭:染野誠一氏(エ化ｴ1;4年卒）
DOW2Aテクノロジー株式会牡取締役社長(熊本大学エ
難､顧瀞）

'欝趨ﾋﾞｌｉさ箪一…麹L巽iシル鷲一一一一ベ占当臘蕊一一一詫呂へtiii9

、亜匹…z-----,.ﾊｰ.,-A＝狩一.-.ご趣･空一

￣￣の

}

=ｒ～

－－ﾕﾛゴ

[鰯

踊

酉抄
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工学部プロジェクトＸ特別講演会実施状況(2006年４月-2007年２月）

1６１

回 期日 講師 題目 担当学科/系

第８回 2006年

４月１１日（火）

１４:３０－１７:００

院雪楡

上海交通大学教授、

中国工程・院士

Ｍessage tｏ yｏｕｎｇ students

andhowtohaveestablished

ouruniversity-industryjoint
ｃｅｎｔｅｒｓｉｎＣｈｉｎａ．

情報電気電子

第９回 2006年

５月１９日(金）

１３：３０～１５：００

林田晋

山陽特殊鉱業株式

会社畠'|社長(熊本大

学東京リエゾンオ

フイス参与）

｢山陽のアーク炉から高信頼

性鋼（Ｎｏｌ品質）を」

マテリアル

第１０回 2006年

６月２日

１５:００～１７:0０

小野和典

ＮＥＣ信息系統有

限公司ビジネスネ

ツ トワーク事業部

総経理

(昭和５１年電

子卒）

坂井敬三

上海東天科技有限

公司代表

(昭和５４年建

築卒）

｢中国進出日系企業の現状」

｢中国２０年」

建築

第１１回 2006年

７月２１日

１１：００～

江田康幸

環境畠'|大臣、衆議院

議員（昭和５４年合

成化学卒、昭和５６

年院修了）

環境立国への道一地球温暖化

対策と循環型社会の構築一

物質生命化学

第１２回 2006年

８月４日

１３:３０～１５:００

藤芳素生

(社）日本河川協会

専務理事(昭和45年

土木卒）

｢水防災と河)||環境」～次世

代の若者に、自然豊な､美しい

この曰本を弓|き継ぐには～

社会環境

第１３回 2006年

１０月５日

１５:００～１６:3０

JｉａＤａＷＵ

復旦大学(中国)教授

Departmentof

Optical＆

Engineering，

StateKey

Laboratoryfbr
Advanced

Photonic

Materialsand

Devices

IntroductionofFudan

UniversityatStateKey

LaboratoryfbrAdvanced
PhotonicMaterialsand

Devices

'情報電気電子

第１４回 2007年

１月１１日

１５:００～１７:００

重松崇

トヨタ自動車㈱常

務役員（機械、修士

４９年修了）

クルマのエレキは面白い！ 機械システム

第１５回 2007年

１月１８日

１４:３０～１６:００

久野誠

DOWＡテクノロジー

株式会社取締役社

長（工化４４年卒、

熊本大学工学部顧

問）

ナノ磁`性材料で世界シェア

80％の軌跡

－楽しみながら仕事もする－

物質生命化学
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熊本大学工学部プロジェクトＸ特別講演会実施報告
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第９回

講演題目 ｢山陽のアーク炉から高信頼`性鋼（No.１品質）を」

講師名 林田晋

所属・役職 山陽特殊鉱業株式会社副社長

熊本大学東京リエゾンオフイス参与

講師略歴 昭和３９年０３月熊本大学工学部金属工学科卒業

昭和３９年０４月山陽特殊製鋼株式会社入社

平成０４年１１月｜司社製造本部鋼管製造部長

平成０９年０６月同社取締役

平成１０年０６月同社常務取締役

平成１３年０６月同社専務取締役

平成１７年０６月同社代表取締役副社長

開催日時 平成１８年５月１９日（）１３：３０－１５：ＯＯ

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳〕

学生約１６５名（大学院生約６０名、学部生約１００名その他の５名）

教職員約２９名（教員２５名、職員４名）

一般・学外参加者２名

参加者合計約１９６名

講演概要 日本産業の戦後の目覚ましい発展に高`性能材料の開発と製造が大きく寄与したと言っ

て過言ではない。またその中でも高信頼`性鋼の開発と製造は大きな役割を果したこと

を力説された。本講では電気炉における鋼の基本的製造工程とその変遷を概観し、製

鋼生産'性の向上と製鋼品質の向上について述べられた。当社が世界に誇るＮｏｌ製品、

電気炉設備、連続鋳造世界記録、環境リサイクル等が紹介されるとともに、現在の製

鋼技術は単に学術的な検討だけでは決して成し得ないこと、そしてこれからの社会に

求められる理工学学生の理想像について述べられた。

第１１回

講演題目 環境立国への道一地球温暖化対策と循環型社会の構築一

講師名 江田康幸

所属・役職 環境副大臣、衆議院議員

講師略歴 昭和５４年熊本大学工学部合成化学科卒

昭和５６年熊本大学大学院工学研究科合成化学専攻修了

昭和５６年（助化学及血清療法研究所入所

昭和５９年米国ボストン大学医学部留学

平成１２年（鯏化学及血清療法研究所退所

平成１２年衆議院議員（公明党・比例区九ﾘiﾄ|ブロック）初当選

平成１５年熊本大学より工学博士号授与

平成１５年経済産業大臣政務官に就任

平成１７年環境副大臣に就任

開催日時 平成１８年７月２１日（木）１１：００－１２：３０

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳〕

学生約１８７名（大学院生約１００名、学部生約８７名その他の名）

教職員約２９名（教員２４名、職員５名）

一般・学外参加者１６名

参加者合計約２３２名

講演概要 ＜地球温暖化対策＞地球温暖化は、人類の生存基盤に関わる最も重要な環境問題。

我が国は、温暖化防止の唯一の国際約束である「京都議定書」の温室効果ガス６％肖|」

減約束を達成するために、「京都議定書目標達成計画」を２００５年４月に閣議決定し、

省エネルギー対策や、太陽光発電、風力発電、燃料電池など新エネルギーの普及促進．

技術開発をはじめ、あらゆる対策に取り組んでいる。さらに我が国は、２０１３年以降の
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いわゆる「ポスト京都」の議論にも積極的に貢献し、世界に冠たる環境先進国家とし

て、地球温暖化問題で世界をリードする役害'１を果たしていくことを目指す。

＜循環型社会の構築＞循環型社会とは、廃棄物等の発生を抑制し、使い終わったも

のでも繰り返して再使用し、再使用できないものでも資源として再生利用するという、

いわゆる
“

３Ｒ”を推進する社会。我が国では、循環型社会形成推進基本法の下、資

源有効利用促進法のほか、個別のリサイクル法が制定され、循環型社会の形成に向け

た法体系が整備されており、リサイクル率は着実に上昇している。さらには、２００４年

６月のＧ８サミットで小泉総理が「３Ｒイニシアティブ」を提ﾛ昌したことを受けて、我

が国では閣僚級会合や高級事務レベル会合などを開催し、廃棄物の国際的な３Ｒの椎

進にリーダーシップを発揮している。

第１２回

講演題目 ｢水防災と河)||環境」～次世代の若者に自然豊かな美しいこの日本を引き継ぐには～

講師名 藤芳素生

所属・役職 (社)日本河)||協会専務理事

講師略歴 昭和４５年熊本大学工学部土木工学科卒業

昭和４８年東京都立大学大学院工学研究科修了

同年建設省入省

平成９年九州地方建設局企画部長

平成１１年近畿地方建設局長

平成１３年（財)河)11環境管理財団専務理事

平成１６年（社)日本河)11協会専務理事

開催日時 平成１８年８月４日（金）１３:30-15:００

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳〕

学生約１６０名（大学院生約６０名、学部生約１００名その他の名）

教職員約２０名（教員１５名、職員５名）

一般・学外参加者１０名

参加者合計約１９０名

講演概要 平成１８年８月４日，第１２回工学部プロジェクトＸとして，本学科ＯＢ藤芳素夫氏

の講演会が行われました。

日本の陸地面積は世界の０３％ですが、この狭い中に世界の活火山の約１０％があり、

マグニチュード８以上の大地震の約２０％が起こっています。また、日本国土の約１０％

の沖積平野の氾濫原に、人口の約５０％、資産の約７５％が集中しています。日本は世界

の中で一番災害を受けやすい地域と言っても過言ではありません。 方、日本は四季

を持ち、自然環境に優れ、花鳥風月を重んじる人と文化を育んできました。一方的に

自然災害に立ち向かうだけでなく、如何に自然とうまく付き合うかが大切になってき

ます。ハード整備とソフト対策が車の両輪となって初めて水防災が図れます。「美し

い山河を守る災害復|日」でコンクリートを使わない護岸造りの提ﾛ昌はその一例です。

熊本という、人と自然の豊かさこそが日本の技術の先端をリードしてゆくと信じます。

今こそ地方大学がその優位`性を発揮できる良い機会だと`思います。日本の再生に向け

て熊大生のますますの活躍を期待しています。

講演の最後に，学生のみんなへ熱いメッセージをいただきました。「肥後もつこす

の継承！」「熊大生ができること 」「熊本からしか発想できないこと」と ， 土木技

術者の大先輩である青山士の言葉「萬象二天意ヲ覚ル者ハ幸ナリ。人類ノ為メ國ノ為

メ」というお言葉です。

第１３回

講演題目 IntroductionｏｆＦｕｄａｎＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙａｎｄＲｅｓｅａｒｃｈａｔStateKeyLaboratoryforAdvanced

PhotonicMaterialsandDevices

講師名 JｉａＤａＷＵ

所属・役職 復旦大学（中華人民共和国・上海）・教授
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講師略歴 2000-present:DepartmentofOpticalScienceandEngineering,FudanUniversityう
Professor

1995-2000:DepartmentofPhysics,FudanUniversityうAssociateProfbssor

1999-1999：DepartmentofAppliedPhysics，HongKongBaptistUniversityう
ResearchFellow

1990‐１９９３(part-time):GraduateSchool,FudanUniversity;fbrPhDdegree；
1984‐１９８７:GraduateSchool,FudanUniversityifbrM.Ｓ､degree；

1978‐1982:DepartmentofPhysics,FudanUniversity>ｆｂｒＢＳ・degree．

開催日時 平成１８年１０月５日（木）１５：００－１６：３０

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳〕

学生約４５名（大学院生約１９名、学部生約２６名その他の 名）

教職員約８名（教員５名、職員３名）

一般・学外参加者名

参加者合計約５３名

講演概要 .ＩntroductiontoFudanUniversityandStateKeyLaboratoryfbrAdvanced
PhotonicMaterialsandDevices

・ResearchworkonECRmicrowavedischarge-pulsedlaserablationhybridprocess

anditsapplicationsfbrsynthesisofmaterials

第１４回

講演題目 クルマのエレキは面白い！

講師名 重松崇

所属・役職 トヨタ自動車株式会社常務役員

講師略歴 学歴：昭禾ﾛ５０年３月熊本大学大学院工学研究科修士課程機械工学専攻修了

職歴：昭和５０年４月トヨタ自動車工業（株）入社

平成１３年６月同社第５開発センター第２電子技術部長

平成１６年６月トヨタ自動車（株）常務役員

開催日時 平成１９年１月１１日（木）１５：００－１７：００

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳〕

学生約２５０名（大学院生約１００名、学部生約１５０名その他の 名）

教職員約３０名（教員２５名、職員５名）

一般・学外参加者２ｏ名

参加者合計約３００名

講演概要 まず、熊大在学時代の思い出を話され、学部・修士を通じて当時としては目新しかっ

た制御工学を機械工学科で専攻し、それが入社後も一貫して弓|き継がれたことを話さ

れた゜次に、トヨタ自動車の裾野研究所で携わった実験開発研究について話された。

現在の自動車についている自動制御方式による各種装置の研究開発に携わった経過と

それが自分にとってのプロジェクトＸに他ならないことが語られた。次に、そこでの

研究開発結果の最後に行ったプロジェクトが実車装備されることになりそれに伴って

本社に移籍したこと、つまりＲ＆Ｄの結果がうまく最終製品に結びつき生産の段階まで

面倒を見るにいたり、それが現在のポストにつながっていることを話された。最後に、

トヨタ自動車が世界に負っている企業責任として地球温暖化を含む環境悪化の改善に

ついて述べられ、持続的循環型社会の構築に向けて日本（世界）のトップ企業として

どのようなことを考えているのかが語られた。随所に卒業生として後輩に語りかける

熱い思いがほとばしり、百周年記念館を埋め尽くした聴衆に感銘を与えた講演であっ
た○

第１５回

講演題目 ｢ナノ磁'性材料で世界シェア８０％の軌跡」－楽しみながら仕事もする－

講師名 久野誠 氏

所属・役職 ＤＯＷＡテクノロジー株式会社取締役社長（熊本大学工学部顧問）
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講師略歴 昭和４４年３月熊本大学工学部工業化学科卒業

昭和４４年４月同和鉱業（株）入社岡山製錬所配属

昭和５１年７月中央研究所

平成５年７月岡山工場長

平成７年６月取締役新素材事業本部畠||本部長

平成１８年１０月ＤＯＷＡテクノロジー（株）代表取締役社長

開催日時 平成１９年１月１８日（木）１４：３０－１６：２０

会場 工学部百周年記念館

参加者人数

〔内訳〕

学生約８０大学院生約５０名、学部生約３０名その他の 名）

教職員１９約名（教員１８名、職員１名）

一般・学外参加者１名

参加者合計約１００名

講演概要 主題が「ナノ磁`性材料で世界シェア８０％の軌跡」であり、副題が「楽しみながら仕

事もする」である講演をされた。講演概要を箇条書きすると下記の通りである。
● はじめに

･動機と目標

･事業としてのメタル粉

･ナノ磁`性材料の用途とその原理
●

●

開発、事業化、収益化のプロセス

うれしかったこと、苦労したこと

･プロジェクトを成功させるには成功例、失敗例

･趣味と仕事の両立

講演第一部においては、ナノ磁`性材料の詳細なデータなどを紹介するのではなく、

基礎実験、パイ ロツ トプラントスケールの実験、事業化、収益化のプロセスについて、

学生から教員まで参考になるように工夫された講演がなされた。第二部では、趣味と

して世界中の古時計の収集と修理、地震計を自作しての地震予知の取り組などが紹介

され、予定時間を多少超過したが居眠りする聴衆もいないなど、参加者全員に大きな

感銘を与えた。
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４２学科主催による学生向け特別講演会

環境微生物群集解析の新しい展開-メタゲノムー解析

特撮映画の現在

東南アジアの建設現状と各国の構造設計の考え方

折り紙の数理と工学

「最新の舗装技術」について

排煙脱硫、脱硝技術の原理および開発経緯

交通社会実験の計画・実務とその展開

私のしごと（栗生総合計画事務所）２００３以後長崎から東京

■
■

。ｊｿＴツアFpWノ動くｴﾆＥこ￣弓＝

。「最新の舗装技術」’二つし､て

・排煙脱硫、脱硝技術の原理および開

・交通社会実験の計画・実務とその展

・私のしごと（栗生総合計画事務所）

・講演会「近作を語る」と課題講評会

1６６
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ｓ資料等

５１学外発表・交流などの記録

学外発表

７月２８日～３０日日本工学教育協会年次大会講演１５件

・ものづくりのためのものしらべ－工学系学生のための透過電子顕微鏡による物質・材料の微細構造解析一，松田光弘，岩

本知広，町田正人，西田稔

・分子を創造できる人材育成を目指した実験と講義の連携」澤田剛

・創造性と協調性を養うための材料系３年次の実験・実習科目の充実一環境分析技術の習得と理解－，河原正泰

・水面波の体験型実験装置の作成と利用について，山田文彦，外村隆臣，坂西由弘

・制御理論の実用化のための教材研究一Toolsfromcontroltheorytoapplications-，汐月哲夫
・大学１年次学生実験におけるガラス細工実習」鯉沼陸央，伊田進太郎

・マテリアルエ学科における「金属」を知るための教育」安藤新二，小塚敏之，森園靖浩

・ものづくり体感に向けた学生実験テーマの拡充」緒方公一，常田明夫，福迫武，岩田一樹，谷口勝紀

・高大接続のための数学補習教育に関する熊本大学工学部における取り組み，岩佐学，内藤幸一郎，大島洋一，横井嘉孝

・どこまで安全、何が危険一体験、実験型「化学と安全」－，西山勝彦

・ものづくり創造融合教育事業の一環としての実践用施設とその運用，大渕慶史，両角光男

．まちづくり教育・研究における地域との新たな「関係のデザイン」を目指して－熊本大学工学部まちなか工房の取り組み

－，両角光男，溝上章志，小林一郎，冨士川一裕，前田芳男

・Hybrid-approachDesignStudioプログラムの試行と評価一建築設計教育における包括的学習機会の提供に向けて－，大
西康伸，両角光男，村上祐治，本間里見，位寄和久

・ものづくり創造融合工学教育事業の一環としての学生コンテスト，星野裕司，両角光男，大渕慶史

・講義「機器創造技術における教育環境の整備，安井平司

９月９日（士）日本工学アカデミーシンポジウム「ものづくりに向けた理科教育と工学教育」（於：熊本大学）にて講演

・大学における工学デザインの教育飯田晴彦

１０月２７日（金）山口大学ものづくり創成センター「ものづくり教育におけるプロダクトデザインの導入－ものづくり創成教

育シンポジウム2006-」

・熊本大学授業概要説明大渕慶史

・学生口頭発表出崎公崇（電気Ｍ２），岸川茉莉（化学Ｍ２），山口健二（建築Ｍ１）

・パネルディスカッションパネリスト飯田晴彦，司会大渕慶史

１１月１５日（水）第１８回熊本県工業高等学校生徒研究発表会（熊本大学）特別講演

・熊本大学工学部ものづくりセンターの紹介，センター専任教員大渕慶史

１１月２２日（水）「第４回ものづくり・創造I性教育に関する取り組みシンポジウム」にて講演

・ものづくり教育実践施設における自由制作活動の推進と対応，大渕慶史

．『大学におけるデザイン教育」何故，工学部にデザイン教育が必要なのか，飯田晴彦

３月１７日（士）日本工学教育協会第１回ワークシヨップ「エンジニアリング・デザインの指導法」（参加のみ）

センター専任教員大渕慶史

企画行事など

８月５日（土）益城町小池・秋永公民館「ふるさと・子ども寺子屋ものづくり教室」講師依頼により実施センター専任教員

大渕慶史

３月７日（水）能力開発セミナー「コミュニケーションスキル」開催

センター専任教員大渕慶史

他大学訪問など

１２月８日（金）福岡工業大学モノづくりセンター成果発表会に招待により見学

センター専任教員大渕慶史，飯田晴彦

１月２６日（金）徳島大学創成学習開発センター見学

センター専任教員大渕慶史，飯田晴彦

センター来訪

２月２６日（月）鹿児島大学工学部

近藤英二教授，高橋総括技術長，有馬技術長，坂元技術長，中村技術班長

３月８日（木）宇都宮大学工学部ものづくり創成工学センター

長谷川光司副センター長，渡辺信一専任助手，Ⅱ|島憲二専任技術専門職員，

高木淳二専任講師

ものクリ工房施設見学

７月１６日（日）昭和２４年卒同窓会（化学系，敬称略）

等悌二，加藤誠軌，広瀬浩，＋時義七郎，森田聰，古賀文敏，冨嶋辰夫，内尾材

３月１４日（水）岡山県立大学デザイン学部

金丸敏彦教授，入江龍生教務職員（工房担当）
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５．２運営組織

ものづくり創造融合エ学教育センタースタッフ

センター長（併任）両角光男教授

専任教員大渕慶史助教授

特定事業教員飯田晴彦特任助教授

特定事業教員富士川－裕

特定事業教員前田芳男

技術補佐員荒井光一

技術補佐員伊元友明

技術補佐員清水勲

技術補佐員下垣喜司郎

技術補佐員西村義隆

事務補佐員浅野みどり

事務補佐員吉田祐子

委員会

(１）ものづくり創造融合工学教育事業運営委員会

委員長谷口功教授（工学部長）

両角光男教授（センター長（併任)，建築学科）

里中忍教授（副学部長）

大谷順教授（社会環境工学科）

最相元雄教授（環境システムエ学科建築系）

渡邉純二教授（機械システムエ学科機械系）

黒田規敬教授（マテリアルエ学科）

中村有水教授（`情報電気電子工学科）

大島洋一教授（数理工学科）

野中敬正教授（物質生命化学科）

西川秀雄事務長（自然科学系事務部長）

(２）ものづくり創造融合工学教育事業専門委員会

委員長両角光男教授（センター長（併任)，建築学科）

大渕慶史助教授（センター専任）

飯田晴彦特任助教授（センター専任）

星野裕司助教授（社会環境工学科）

大西康伸助手（建築学科）

川原顕磨呂助教授（機械システムエ学科）

安藤新二助教授（マテリアルエ学科）

飯田全広助教授（情報電気電子工学科）

金大弘助教授（数理工学科）

國武雅司教授（物質生命化学科）

河原正泰教授（ＦＤ委員会委員長）

本間里見助教授（大学教育機能開発総合研究センタ(大学教育機能開発総合研究センター）

(３）プロジェクト研究開発専門委員

里中忍教授（研究推進委員会委員長）

山尾敏孝教授（社会環境工学科）

石原修教授（建築学科）

鳥居修一教授（機械システムエ学科）

河村能人教授（マテリアルエ学科）

井上高宏教授（情報電気電子工学科）

高田佳和教授（数理工学科）

町田正人教授（物質生命化学科）
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ｓ､Ｓ運用規貝11など

1．『まちなかエ房』の利用について

１．休日及び平日の１６時以降にまちなか工房（以下、「工房」という）を利用する場合は、事前に「鍵」を、工学系総務係で受領
してください。

貸出日：平日に利用する場合は当日、また休日に利用する場合は、直前の勤務日

返却日：原則として利用した日の翌日（休日に利用した場合は直後の勤務日）

2．施錠等は、利用責任者が責任をもって行ってください。

その際、カウンターに設置してある【カギ開閉管理表】に記入してください。

3．工房入場者は、必ずカウンターに設置してある【受付用紙】に記入して下さい。

なお、団体での入場の際は、責任者の方がまとめて記入してください。

例）日付責任者名他学生Ｍ１○名、Ｍ２○名等

４．ブラインドの開閉に注意してください。

東側のブラインドは、必ず赤い上そで向きを縦にした状態で開閉してください。

青いヒモで左右横向きになります。

５．関係者以外、研究スペースに設置してあるパソコン等の機器には触れないでください。

６．工房の利用が終了したら、以下の点について確認してください。

①清掃等を行い、工房利用中に生じたゴミは、全て持ち帰ってください。

②机・椅子・プロジェクター等を使用した際は、必ず元にあった場所に戻してください。

③窓閉め（展示・ゼミスペース、同カーテン裏の収納、研究スペース、トイレ、水まわり、入り口横窓）

④ブラインド閉め（展示・ゼミスペース、研究スペース）

※大型ブラインドを降ろすためのかぎ棒が傘立てにあります。

⑤電気・換気扇（展示・ゼミスペース１個、研究スペース１個、トイレ各１個）・空調機（展示・ゼミスペース２個、研究

スペース２個）のスイッチが『OFF」になっているかを確認してください。

⑥ポットを使用した際は、必ずコンセントを抜いて電源を切ってください。

⑦入口の鍵を閉めて、鍵は期日までに必ず返却してください。

７．工房内は、「禁煙」です。

エ学部まちなかエ房展示・ゼミスペースの使用申し込み規約

まちなか工房の展示・ゼミスペース使用を希望する場合は、別添の使用申込書を送付して申し込む。

申し込みは工学部職員（非常勤等を含む）が責任者となることを基本とし、その場合は、当面、使用料を徴収しない。学外

者の場合は、本学の施設利用規程に従う。

使用期間は連続２日間以内、申し込み受付は使用開始日の１ヶ月前からとし、申込順に受け付ける。ただし、学部や学科行

事、学会等の付随行事、工房の企画行事による使用など、特に早い段階からの予約が必要な理由や、長期間利用が必要な理

由を、ものづくり創造融合工学教育センター長（以下センター長）に申し出た場合は、別途考慮する。

申込書は、工学部まちなか工房の事務担当者宛てに、Ｆａｘ（Ｏ９６－３２６－９５０２）またはメール添付で送付する。事務

担当者は、速やかに受付の可否を責任者に通知する。同日申し込みのものについては同時と見なし、関係者間で協議して調

整する。

使用許可を受けた者は前日までに工学部総務係または、まちなか工房で、鍵及び利用上の注意を記載した文書を受け取る。

また使用が終了した場合は、当日、終了が夜間または休日に及ぶ場合はその翌日に、鍵を受領場所に返却する。特に初めて

使用する責任者は、前日までに工房で事務担当者の説明を受けるものとする。

なお、工学部まちなか工房の研究スペース定期使用負担金を支払って、研究室を定期使用している教員が責任者となって、そ

れ以外の者による予約がない時間帯に展示・ゼミスペースを使用する場合は、上記記載の手続きを特に必要としない。

●
●
●

’（）夕』『■■（〈叩蛮／】

３．

４．

５．

６．

３．熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センターものクリエ房運営規則

学生諸君の想像力やものづくりの感性を育て、分野の境界を超えて柔軟に思考しながら社会をリードするような技術者やデザイ

ナーを多数輩出したい。本学部では、そうした願いからこの「ものクリエ房」を整備した。道具を使って実際にモノを組み立てあ

るいは分解する、またモノを囲んで討論し五感を総動員しながら新しい価値の創造に挑戦するなど、身近な「ものづくり」実践の

場として活用されることを期待して、この運営規則を定めた。

（１）利用目的

ものクリエ房は以下の目的で使用することができる．

・学生および教職員の自主的創作活動

・センターが募集するプロジェクトテーマの創作活動

・センターが主催する企画・行事

・専門科目中の共通科目的な実験・実習

・卒業研究・課題研究などに関連する創作

・その他授業，研究，学生実験等でセンター長が特に許可したもの

（２）利用条件

ものクリ工房を利用するものは以下の条件を満たしている必要がある．

・利用者は、本学の学生・教職員，およびセンター長が特に許可したものとする．

・学生教育研究災害傷害保険または左記相当の災害傷害保険に加入していること．

・ライセンスの必要な設備・機器を利用する学生は，事前に工房主催の講習会を受講し，機器の操作ライセンスを取得しなけれ

ばならない．

（３）利用時間帯
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ものクリエ房の利用は原則として以下の時間帯とする．

・平日（月～金，ただし祝祭日を除く）１０：００～１９：００

また，時間外の利用に関しては，別に定める運用時間外の利用規約による．

（４）プロジェクトスペースの利用

ものクリエ房のプロジェクトスペースの利用は，別に定める使用申し込み規約による．

（５）安全に関する規則

ものクリエ房の利用の詳細に関しては，安全確保のための規則を別に定める．

（６）その他

その他，ものクリエ房の利用の詳細に関しては，細則を別に定める．

４．『ものクリエ房』の利用について

1．一般の利用時間帯は平日（月～金，ただし祝祭日を除く）の１０：００～１９：００です．

２．工房利用者は，必ず受付に設置してある【受付用紙】に記入してください．

なお，団体での利用の際は，代表者がまとめて記入してください．

例）日付利用時間代表者名他学生Ｍ１○名，Ｍ２○名

指導教員・担任利用機器利用目的等

３．工房設置の一部の機器の利用には，センター発行のライセンスが必要です．機器の操作の難易度・危険度の違いにより，安全

講習を受講することで取得できるライセンスと技術職員の指導を受けて個別の機器に対して取得するランセンスの２種類があ
ります．詳細は工房の担当職員に問い合わせてください．

４．工具やプリンタ消耗品などに関しては，利用者が準備するもの，利用に応じて課金するものがあります．詳細は工房の担当職
員に問い合わせてください．

５．関係者以外，プロジェクトスペースに置いてある機器や製作物などには触れないでください．

６．工房の利用が終了したら，以下の点について確認してください．

①清掃・整理整頓等を行い，工房利用中に生じたゴミは，全て処理してください

②机・椅子・借り出しの機器等を使用した際は，必ず元の場所に返却してください．

③利用に際して持ち込んだ器具・装置・材料などは全て持ち出してください

７．必ず安全な服装で作業してください．また，工房内（屋外の屋根付作業スペースを含む）は『禁煙」および屋内外の作業スペ
ースは『飲食禁止」です．

８．備品の損壊や事故などが起きた場合は，直ちに指導教員・担任，および工房の担当職員に連絡してください．
注）なお，上記項目に違反した場合は工房の使用を禁止する場合があります．

５．ものクリエ房の運用時間外の利用規約

１．休日及び平日の１８時以降|こものクリエ房（以下，「工房」という）を利用する場合は，許可が必要です．事前に教職員の責任
者が，工房利用許可願いを提出し許可を得ることまた，学生だけでの使用は認めません．必ず責任者の同伴が必要です．

２．事前に「鍵」を，学科のものづくり委員か工学系総務係で受領すること．

貸出日：平日に利用する場合は当日，また休日に利用する場合は，直前の勤務日

返却日：原則として利用した日の翌日（休日に利用した場合は直後の勤務日）

３．施錠等は，利用責任者が責任をもって行うこと．

その際，受付に設置してある【カギ開閉管理表】に記入すること．

４．工房の利用が終了したら，以下の点について確認すること．

①清掃等を行い，工房利用中に生じたゴミは，全て処理してください．

②机・椅子・借り出しの機器等を使用した際は，必ず元の場所に返却してください

③利用に際して持ち込んだ器具・装置・材料などは全て持ち出してください．

④窓閉め・ブラインド閉めを確認してください．

⑤気・換気扇・空調機のスイッチが『OFF」になっているかを確認してください．

⑥備え付けの機器を使用した際は，必ず電源を切ってください

⑦入口の鍵を閉めて，鍵は期日までに必ず返却してください．

６．ものクリエ房プロジェクトスペース使用申し込み規約

１．工学部附属ものづくり創造融合工学教育センターものクリエ房（以下工房）のプロジェクトスペース使用を希望する場合は，
別添の使用申込書を提出して申し込む．

２．申し込みは工学部教職員（非常勤等を含む）が責任者となることを基本とし，その場合は，当面，使用料を徴収しない．

３．使用期間は連続７日間以内，申し込み受付は使用開始日の１ケ月前からとし，申込順に受け付ける．

４．できるだけ多くの共同利用を可能にするため，同一責任者の３回連続の更新は原則として認めない．ただし，学部や学科企

画，工房の企画による使用など，特に早い段階からの予約が必要な理由や，長期間利用が必要な理由を，ものづくり創造融
合工学教育センター長に申し出た場合は，別途考慮する．

５．申込書は，工房の担当職員宛てに，持参，またはメール添付で提出する．担当職員は速やかに受付の可否を責任者に通知す

る．同日申し込みのものについては同時と見なし，関係者間で協議して調整する．

６．使用許可を受けた者は，前日までに工房で利用上の注意を記載した文書を受け取る．また使用が終了した場合は，持込の器具・

装置・材料.生じたごみ等は全て持ち出す．特に初めて使用する責任者は，前日までに工房の担当職員の説明を受けるものと

する．なお，予約がない時間帯に工房の利用者がプロジェクトスペースを短時間使用する場合は，上記記載の手続きを特に
必要としない．
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